
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

ファイル管理システムの開発

原田, 盛一
九州大学大型計算機センター業務掛

高田, 清
九州大学大型計算機センター業務掛

柳池, 定
九州大学大型計算機センター業務掛

手島, 保男
九州大学大型計算機センター業務掛

他

https://doi.org/10.15017/1468027

出版情報：九州大学大型計算機センター広報. 6 (4), pp.3-11, 1973-08-31. 九州大学大型計算機セン
ター
バージョン：
権利関係：



ファイル管理 システムの開発
ゑ ぼ ゑ

原 田盛一,高 田清,柳 池定

め ぼ ぼ

手 島保 男,伴 直幸,福 田幸 良

1.は じめ に

昭和45年6月 に大 容 量デ ィス クの一部 を共 用 ボ リューム として利用 者に 開放 して以 来,利 用

者 間 で フ ァイル利 用技術 が 向上 し,フ ァイルの利 用価値 の 認識が な され るにつ れ,共 用 ボ リュー

ムの絶 対 量 の不 足が叫 ばれ る よ うに な りま した.セ ン ター では,TSSの 本 格 的な運 用 とあい ま

って共用 ボ リュー ム用 の集合 デ ィス クの増 設 を行 なうため に,今 年 の3月 に機 器構 成 を変 更 し利 用

者 の方 々の要望 に こたえ て きま した.こ の 間,分 割 型順 編 成 フ ァイルの領 域つ め合せ の特 殊処 理

な どが 原因 で,共 用 ボ リューム の専用 フ ァイ ルの障害 が発 生す るたびに,そ の 回復 にセ ン ター要

貝 がかか りっ き りに な るこ とが しば しば起 ったため,そ の障害 を未 然に 防 ぐこ と万一 発 生 した時

には迅速 に復 旧させ る こ と,お よび共 用 ボ リュー ムの負担 金徴収 業務 を円滑 に行 な い,利 用者 が手

軽 に フ ァイルの 開設 ・消 去が で きしか も利 用す る際 の ジ ョブ制御 文 を簡単 にす るこ とが 当面 の大

きな課 題 で した.こ れ らの諸点 を解決 し,し か も不 完全 とは 言 えフ ァイルの 内容 保護 が 可能 とな

る よ うフ ァ イル管理 システム の開発 を計画 し,今 回そ の一 部 が完成 しま したので その概 要 を報告

します.

2.シ ステ ム概脱

2.1概 要 ・機 能

フ ァイ ル管理 システム の機能 は以 下の よ うに大別 され ます.

(1)ファ イルの 開設 ・消去(一 部未 完)

現 在 は ファ イルの開 設 ・消 去 な どの措置 はセ ンター で行 な ってい ます が,バ ッチ ジ ョブ ・デマ

ン ドジ ョブ で,利 用上 の制 限内 であ れば 自由 に開設 ・消去 が で きしか もこれ らの履 歴が 共用 ボ

リュー ム負担 金処 理,利 用統 計処理 のため に残 され る よ うに考 慮 してい ます.フ ァイル 開設 時

に その フ ァイル ア クセス のため のパ ス ワー ドお よび 自分 の課題 番号 ばか りで な く,グ ル ー プで

その フ ァイル を使 用す る場合 に はそ の人達 の課題 番号 も登 録 で きるよ うな仕 様 になって います.

(2)共用 ボ リューム 利用 負担金 ・利用 統計 処理(一 部 未完)

共用 ボ リュー ム利用 負担 金徴収 業務 は,セ ン ター に とって はか な りや っか いな 問題 で したが

この部 分の 完成 に よ り作業 が大幅 に 軽減 され ます.ま た利 用者 が どの よ うな形 態 で共用 ボ リュ

ー ム を利用 してい るかは興 味深 い とこ ろです ので統 計デ ー タの収 集 もこ ・で考 え てい ます .

(3)制御 文 の簡 易化(カ タロ グ機能)(完 成 済)

従 来 は 自分の フ ァイル が共用 ボ リュー ムの どこに登録 され てい るか(機 番,ボ リュー ム通 番)

を常 に 注意 して,ジ ョブ制御 マ クロのパ ラ メー タやFD文 の パ ラメー タで機番 ・ボ リュー ム通

番 を与 え ない といけ ませ んで した.こ の指 定 は とか く制御 文 エ ラー の原 因に な りがちでしたが,

カ タロ グ機能 に よ りシステムの 方 で開設時 の機 番 ・ボ リュー ム通番 をうめ こみ ます の で,利 用

者 はFD名,フ ァイル名 だけ で よ くな り指 定 の方法 が非常 に簡 単 にな ります.

※九州大学大型計算機センター業務掛



(4)ファイル利 用 ジ ョブの入 力段階 での チ ェ ックな ど(完 成済)

従 来 は利用 者の ジ ョブで,セ ンター の重要 な フ ァイルが消 去可能 に な ってい た り,フ ァイル

名が 間違 ってい るの に もか ・わ らず ジ ョブが 実行 され た り,他 の利用者 の フ ァイルが 自由 に ア

クセス可 能 にな って い ましたが,こ れ らの こ とを入力段 階 でチ ェ ック し違反 した ジ ョブが 実行

されな い よ うに して い ます.ま た 自分 は参照 だけ す るつ も りで いたの にプ ロ グラム の方 で間違

って書込 み を行 なって しまった とい うこ とが な い よ う実行 時の フ ァイルの オー プ ンで この情 報

が 参照 で きるよ う設 定 して います.

(5)実行 時 の フ ァイルの オー プ ン ・クロー ズのチ ェ ック(未 完)

参 照 だけ の フ ァイルが書 込み され ない よ うチ ェ ッ クす る.ま た障害 時 のバ ックア ップの ため

内容 の 更新 が完全 に終 ったか ど うか,終 った場合 に は更新年 月 日時刻 な どを この段 階 で設定 し

ます.

(6)共用 ボ リュー ムのバ ックア ップ(一 部 完成)

障害 等が 発生 す る とその影響 が ボ リュー ム全体 に及 ぶ場合 に は その作業 は大 変 な もの とな り

ます.こ の 場合 で も どの フ ァイルが どの時 点 で更新 され たかが 履歴 として残 ってお り,更 新 後

の内容 が その 日の終 りに とられ てお れば被 害 をで き るだ け小 さ く食 い止 め るこ とが で きます.

2.2シ ステム構 成

フ ァイル管理 シス テムは 図2.1の よ うに構成 され ます.

(1)制御 プ ロ グラム

SYSIN,OPEN,CLOSE,FDCHK,FDSUB,FLSUB,PL2RW,CRWSUBな どで構 成

され ます.

(2)処理 プ ロ グラム

FSUMOVEZ,FK.IF,FK.LIST,FK.COPY,FK.MERGE,QFCNDT,QFCHECK,

FK.CHK,FK.NEWS,FK.KEEP,FK.RSETな どで構 成 され ます.

(3)使用 フ ァイル

課題 登録 簿,ジ ョブ制御 表,フ ァイル登 録簿 な どで構成 され ます.



図2.1フ ァイル管理システム構成図



3.シ ステ ムの脱 明

2.2で シス テム の構成 につ いて記 しま した が,こ ・では フ ァイル管理 システム が使 用す る管

理 表お よび シス テムの 中核 とな る制御 プ ロ グラムモ ジ ュー ル ・処 理 プ ログラム モ ジュー ルにつ い

て もう少 し詳 し く説 明 します.

3.1管 理 表

す でに述べ て きま した よ うに,共 用 ボ リュー ムに対 す る取扱 いは受 付係 の帳 簿 を用 いて行 なっ

てい たため 負担 金デ ー タ,統 計 デー タ,障 害 時の復 元 デー タな どは手作 業 に よる とこ ろが 多 くその

処理 にか な りの 時間 を費や してい ま した.今 回フ ァイ ル登録簿 な る もの を大記憶 に作 成 して,共

用 ボ リュー ムに 関す る管理 を一 括 して行 な うよ うに した わけ です.フ ァイル登 録簿 は図3,1で 示

され る よ うに制御 情報 管理 表,ボ リュー ム管理 表,ユ ー ザ管理 表,フ ァイル管 理表 よ り構 成 され

ます.

1ブ ロ ッ ク=32語

羅TRL}・ ブ・ック1レ コー ド

o QUTM1ブ ロ ッ ク8レ コー ド

図3.1フ ァイル登録 簿

3.1.1制 御情 報 管理 表

全 管理 表 の制御 情報 を収 め てい ます.ま た共 用 ボ リューム専 用 フ ァイル受 付 番号 自動 発行 の た

め に必要 な情報 の管理 表 で もあ ります.

0制 御 情 報

1ボ リ ュ ー ム 数 ボリューム管理表の個数

2バ ッチ で 共用ボ リューム使用可否表示

3TSSで 共用ボ リューム使用可否表示

4空

5共 用ボリューム最新登録年月日 空

6利 用 ユ ー ザ 数 ユ ー ザ管 理 表の 個数

7利 用 フ ァ イ ル 数 フ ァイル管理表の個数

8バ ッチシステム利用ファイル数 バッチシステムファイル数最大値

9バ ッチシステム利用 トラック数 バッチシステム トラック数最大値

8,9語 と同 様 な 内 容

201課 題あたりのトラック数の最大値

21空

22最 大 トラック数/フ ァイル 最小 トラック数/フ ァイル

23フ ァ イ ル 開 設 回 数

24今 回 有 効 期 間 更 新 有 効 期 間

25次 回 有 効 期 間 空

26使 用可ファイル管理表ハ ッシュキー起点

27負 担金未徴収 ファイルハッシュキー起点

空
31

図3.2制 御 情 報管理 表



3.i.2ボリュー ム 管理 表

これ は共 用 ボ リューム の 自動受 付 及び障 害復 旧に必要 な ボ リュー ム ご との管 理表 で す.(ボ リ

ユーム 番号順 〉

ボ リュー ム制御 情 報

oビ ッ ト1ボ リュー ム使 用 中

1ビ ッ ト1バ ッチ で使 用 可

2ビ ッ ト1TSSで 使 用 可

3ビ ッ ト1専 角 フ ァ イル受付 可

4ビ ッ ト1無 償 フ ァ イル使用 可

5ビ ッ ト1有 償 フ ァイル使 用可

図3.3ボ リュ ー ム 管 理 表

3.1.3ユ ーザ管理 表

これ は共 用ボリュー ム専 用 フ ァイル 自動受 付 に必要 な課 題番 号 ご との管 理表 です 。(課 題 番号

下5桁 順)

図3.4ユ ー ザ 管 理 表 の レ コー ド

ユ ーザ 制御 情報

oビ ッ ト1利 用者 に共用 ボ リュー ム専用 フ ァイルに関 す る通 知 を した.

1ビ ッ ト1利 用者使 用 中



3.1.47ア イル管理 表

これは 負担金,統 計,フ ァイル メンテナ ンス,フ ァイル保護 に必要 なフ ァイル ご との管理 表 で

す.

(フ ァイル登録 番号 順)

フ ァイル制 御情 報

0ビ ッ ト1フ ァイル使 用 中

1ビ ッ ト1バ ッチ で使 用可

2ビ ッ ト1TSSで 使 用可

3ピ ッ ト1有 償 フ ァ イル

4ビ ッ ト1グ ルー プ使用

5ビ ッ ト1パ ス ワー ドチ ェ ック

す る

6ビ ッ ト1課 題番号 チ ェ ックす

る

7ビ ッ ト1こ の フ ァイル は参照

のみ

8ビ ッ ト1閉 設 フ ァイル で負担

金 精算 済 で ない

18ビ ッ ト1PS順 編 成 フ ァイル

19ビ ッ ト11Sl頂 イ ンデ ッ クス

ファイル20ビ ッ ト1DA直 接 編成 ファイ

ル

21ビ ッ ト1PO分 割 型順 編成 プ

アイル



3.2制 御 プ ロ グ ラ ム モ ジ ュ ー ル の 説 明

フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム の た め に 作 成 し たFDCHK(FDstatementCHecK),FDSUB(FDcheck

SUBmodule),FLSUB(Fileread/writeSUBmodule),CRWSUB(ControltableRead/Write

SUBmodule)に つ い て 説 明 し ま す.

(1)ジ ョ ブ制 御 文(詳 し くは 広 報VOL4,NO5,NO6,1971参 照)

$NOジ ョブ番号

①

$QJOB課 題番号,登 録名,ジ ョブ種別,PASSWORD=USR12

…$ジ ョブ制御マ クロ名3…

通常はマクロ→

が展開されると$EXEC実 行形式 プログラム名72欄

雛 勢賀$FD↓ 。イル繍FILE-(櫓},フ 。曾、名),U鴇・一機番V・L-(・PEC,/
る

剥pム 通番)〔・醜 ・一灘TE}〕 〔・9V・糊 〕 ぬ

・一一$JEND-一

①PASSWORDニUSR1共 用 ボ リューム を利用 しない.(省 略 す る とUSR1と な ります)

USR2共 用 ボ リューム の フ ァイル を参 照の みで きる.

USR3共 用 ボ リュー ムの フ ァイルの 内容変 更 と参 照が で き る.

USR4共 用 ボ リュー ムの フ ァイル を開設,消 去,継 続 処理 す る こ とが で き

る.

② フ ァイ ル種 別NEW:新 た にフ ァイ ル を開 設す るこ とを示 す.

OLD:作 成 済 フ ァイル を利用す るこ とを示 す.

③ フ ァイ ル名 頭文 字 で以下 の よ うに分 類す る

SYS1.… …:シ ステ ムで使用 す る ファ イル を参 照の み で きる.

QS.… …:セ ン ター で作 成 した フ ァイル を参照 のみ で き る.

QU.… …:共 用 ボ リュー ム専 用 フ ァイルで,こ の フ ァイル を利用 す る

資格 の あ る利用者 のみ がPASSWORDの 指 定 に よ り適 当

な処 理 が で きる

④,⑤ 機 番,ボ リュー ム通番

機 番,ボ リュー ム通番 を指 定す るが,フ ァイル名がQU.… …の もの は指定 不

要 として代 りにボ リュー ム通番 の個 所 には,そ の利 用者 のみ が見 る こ との で き

るフ ァイルのパ ス ワー ドを指定 す る よ うに し ます.

⑥ 措置KEEP:フ ァイル を消去 しない こ とを示 す.

の 　
DELETE:フ ァイル を消去 す るこ とをmす.

⑦ 装 置依 存 情報DA:大 記憶

TA:磁 気 テー プ



(2)FDCHKイ ン ター フ ェイ ス

FDCHKmoduleは シス テム入 力プ ロ グラム(以 下SYSINと 略す)が 制 御文FD文 を読 み その

解 釈 を終 えた後,呼 び 出 され ます.そ の 時に 次の ような形式 で制御 表が 引 き渡 され ます.

① ジ ョブに 関す る制御表

②FD文 に関する制御表

(3)FDCHK,FDSUBに よ る処 理

FDCHKで は,利 用者 がFD文 の中 でFILEニ(NEW,)あ るいはDISP=DELETEと

した場 合 には即 座 に ジ ョブ を リジエ ク トします.FILE=(OLD,SYS1.… あ るいはQS.…)

の場合 は,FDBに 参 照 のみ の表示 を して このFD文 に 関す る処理 を終 え ます.FILE=(OLD,

QU.…)の 場合,デ バ イスが 大記憶 で あれ ば,FDCHKよ りFDSUBを 呼 び出 します.

FDSUBで は フ ァイル名 の下5桁 の フ ァイル登 録番号 に よ りフ ァイル管理 表 のア ドレス を知 り

当該 レコー ドを読 み,フ ァイル名,有 効 期 限な どを照 合 します.エ ラーの場 合 には ジ ョブ を リジ

ェ ク トし ます.正 しい場 合 には,フ ァイル管 理 表の課 題番 号チ ェ ッ クビ ッ ト,フ ァイ ルパ スワー

ドチ ェ ックビ ッ トが立 っていれ ば,JACT,FDBで それ ぞれ のチ ェ ックを します.エ ラー の場合

に は リジ ェ ク ト,正 しい場合 に はフ ァイル 管理 表 よ り機番,ボ リューム通 番 を もって きてFDB



{

SIOTの 当該 個所 に セ ッ トします.リ ジェ ク トされ た時 の コー ドは以下 の表の よ うに,ラ イ ンプ

リンタ出力 の会 計情報 の個 所 に印字 され ます.

ljジ ェク 内 容

ト識一 ド

40USR2,3を 指定 しないで共用ボ リューム専用 ファイルを利用(参 照)し ょ うとした

41NEWフ ァイルを指定 した,あ るいはUS武3の 指定 をしないで専用 ファイルを更薪 しょうとした(OPEN)

42USR4指 定 をしないでフ ァイルの開設消去 をし ょうと した.DISPx・DELETEと した,

43共 絹 ボ リュームのファイル名がちが う.

44フ ァイル登録簿 とチェ ックした結果,有 効期限切れ だった.

45フ ァイル登録簿 とチェ ックした結果,フ ァイル用パ スワー ドが ちが っていた.

46フ ァイル登録簿 とチェ ックした結果,課 題番号が ちが っでいた.

47フTイ ル登録簿1/0エ ラー

注i)フ ァ イル登録 番号 は ファイル名 の 「QU・

号」 最後 の5桁 の数 字 を表わす.

例QU・EB・TEST・ooo22

・利用者 識剥 記号 ・フ ァイル登 録番

(4>FLSUB,CRWSUB

FLSUBは ファイ ル登録簿 のread/writeを 行 ない ます.CRWSUBは 処理 プロ グラム よ り,

ジョブ制御 表 の 内容 を参 照 した り,更 新 す るた めの モ ジュール です.

3.3処 理 プ ログラム モジ ュール の脱明

処 理 プ ロ グラム モ ジュー ルは,フ ァイル登録 簿 の作成,更 新,共 用ボリュー ム専 用 フ ァイル開

設 ・消 去,負 担 金 ・統計 デー タ収集,障 害 時 のバ ックア ップか ら成 りますが,こ ・で は簡単 に説

明 します.

①FK・IFプログラム フ ァイル登録 簿 の初期 セ ッ ト,共 用 ボ リュー ム の増 設処理,専

用 フ ァイル の開 設,継 続,消 去処理 また全管理 表 一部修 正 処理

プ ログラム

②FK・DIRTプ ロ グラム 利用 者が 直接 計算 機 でフ ァイル 登録簿 に,開 設,継 続,消 去処

理 を行 うた めの プ ロ グラム

③FK・copyプ ログ ラム フ ァイル登録 簿 の=ピ ー処理 プ ロ グラム(フ ァイル登 録簿 復元

に も利 用 し ます.)

④FK・LISTプ ログ ラムファイル 登録 簿 のリ ス トア ップ用 処理 プ ログ ラム

4。 おわ りに

フ ァイル 管理 システ ムの全計 画は 終了 して い ませ んが,設 計 に 当 ってす ぐれた構 想 を示唆 され

ま した関係 各位 に深 く感謝 します.


